
市田柿輸出の取り組みについて

みなみ信州農業協同組合 営農部販売課【2025.05.26】
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市田柿輸出の目的①

１．国内相場の安定

国内最需要期は年内であり、1月以降は消費減退から
市場価格が下がる事が多く、売り場づくりが課題と
なっており、輸出拡大にチャレンジした。
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市田柿輸出の目的②

２．ブランド確立に向けた国内外商標の活用

2006年：地域団体商標を取得
中国産市田柿の流通を契機に保護対応を協議

2009年：香港商標登録
2010年：台湾商標登録
2016年：地理的表示（GI）保護制度に登録

市田柿ブランド推進協議会に加入する全ての
団体等で生産工程・衛生管理・出荷基準を統
一しブランド化を強化

海外GI：2018年タイ登録・2020年シンガポール登録
2019年マレーシア・2021年ベトナム登録

＊国が不正使用を取り締まる事でブランド価値を保護
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市田柿輸出の目的③

３．産地の基盤強化

南信州地域の冬のボーナスであり、JAみなみ信州とし
ても最重点品目として位置付けであり、担い手確保や
生産維持・拡大に取り組んでいる。
輸出は生産拡大時の販売チャンネルとして重要！！
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令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年

部会員数 1,737名 1,720名 1,700名 1,680名 1,650名

作付面積 391㏊ 398㏊ 405㏊ 412㏊ 422㏊

植付本数 3,000本 3,000本 3,000本 3,000本 2,000本

生産量 1,110ｔ 1,130ｔ 1,150ｔ 1,170ｔ 1,230ｔ

販売金額 26.6億 27.1億 27.6億 28.1億 29.5億

担い手育成 6名 7名 6名 6名 6名

【みなみ信州栽培目標】



市田柿輸出実績①
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●令和6年度初めて輸出量100ｔを超え、102.2ｔの実績となった。
●財務省貿易統計の干し柿実績１６７トン【期間：R6.11月～R7.2月】

（市田柿出荷時期を抜粋するとシェア61％）



市田柿輸出実績②
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●輸出のメイン国は圧倒的に台湾（シェア83.6％）

●近年はベトナムへ販路を拡大しているが、本年は新規開
拓国としてタイへの市場調査や販路確保に取り組む



市田柿輸出の取り組み経過①

2016年度：ジェトロ地域団体商標海外支援事業 1年目
香港・台湾のマーケット調査、ブリーフィング
現地プロモーションを実施

2017年度：ジェトロ地域団体商標海外支援事業 2年目
市田柿の魅力を消費者に伝えるために中国語版
英語版のリーフレット作成
三遠南信連携輸出事業にてマレーシアのマー
ケット調査実施（飯田市・浜松市・田原市・豊橋市）

2018年度：市田柿海外輸出推進プロジェクト 始動
賞味期限延長試験実施（飯田市農業振興センターの協力）

＊最長60日⇒90日に延長する事で船便輸送後も
販売期間を十分に確保できる
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市田柿輸出の取り組み経過②

2019年度：ＧＦＰグローバル産地づくり推進事業 1年目
・賞味期限延長資材作成と台湾での試験販売
・イタリア市場調査

2020年度：ＧＦＰグローバル産地づくり推進事業 2年目
・ABCCookingStudioと連携し東南アジア5か国
にて試食会実施し、現地のニーズ調査の為の
アンケート実施

・日本の食輸出EXPO出展（コロナの為渡航できない）

・ベトナム向けリーフレット作成
・GI取得業者と連携しイタリア向けリーフレッ
ト作成

・輸出専用ギフト資材作成
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市田柿輸出の取り組み経過③

2021年度：ＧＦＰグローバル産地づくり推進事業 3年目
・ABCCookingStudioＳＮＳを活用した情報配信
・ベトナム市場調査、プロモーション実施
・イタリアレストランでのレシピ開発と試食会
・マレーシア市場構築に向けた勉強会実施

2022年度：GI加工食品輸出産地確立事業 1年目
・ABCCookingStudioと連携し、東南アジア5ヵ
国向けにリーフレット作成
JA独自事業として、台湾・ベトナムでのプロモ
－ション実施
＊柿・干し柿が国の輸出重点品目に追加
令和4年1月より財務省貿易統計に干し柿追加

＊全アイテムで賞味期限延長対応開始
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市田柿輸出の取り組み経過③

2023年度：GI加工食品輸出産地確立事業 2年目
・ABCCookingStudio台湾との連携
・栄養成分分析の実施
JA独自事業として、台湾・ベトナムでのプロモ
－ション実施（台湾・ベトナムへの渡航）

2024年度：フラッグシップ輸出産地認定（7月）
・輸出量初１００トン突破
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市田柿輸出の取り組み経過④

11



今後の輸出目標

◇海外の新たな市場開拓と固定ファンの確保
東南アジア中心に各国別に課題整理し実需者ニーズを
確実に捉える。
欧州への新規市場開拓に取り組み、外食事業への
アプローチを実施する。

◇生産量拡大に伴う輸出量の拡大
日本一の干し柿産地として市田柿ブランドを維持する
ためにも生産量拡大が重要であり国内マーケットを
抑えながら、輸出拡大に繋げる。
生産量減では輸出に取り組む必要性が低下する。
産地力向上のための武器として輸出に取り組む。
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